
も
て
な
し
、設
備
、ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
―
個
性
が
光
る

軒

こ
だ
わ
り
の
宿
特
集（
接
客
・
施
設
・
雰
囲
気
編
）　
５
～
７
面

「
人
気
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル

選
」の
投
票
受
け
付
け
中（

月

日
締
め
切
り
）

女
性
的
な
優
し
さ
に
満
ち
た
宿

栃木県・
日光温泉 日光千姫物語 福島県・

土湯温泉 水織音の宿　山水荘
「
水
」の
恵
み
で
お
も
て
な
し

群馬県・
水上温泉 源泉湯の宿　松乃井

四
つ
の
源
泉
か
ら
掛
け
流
し

山梨県・
石和温泉 華やぎの章　慶山

和
太
鼓
シ
ョ
ー
で
特
別
な
一
夜
を

山 梨 県 ・
富士河口湖温泉郷 秀峰閣　湖月

足
湯
テ
ラ
ス
か
ら「
逆
さ
富
士
」

山 梨 県 ・
富士河口湖温泉郷 ＴＨＥ　ＫＵＫＵＮＡ

自
社
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
味
を
宿
で

静 岡 県・
修善寺温泉 新井旅館

歴
史
的
な
名
建
築
が
魅
力

長 野 県・
湯田中温泉 一茶のこみち美湯の宿

「
空
飛
ぶ
女
将
」が
お
出
迎
え

半
露
天
風
呂
付
き
和
風
ツ
イ
ン

　
日
光
千
姫
物
語（
根
本
芳
彦
社
長
）は
、

世
界
遺
産
の
「
日
光
の
社
寺
」
へ
徒
歩
５

分
と
、
抜
群
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
誇
る
。

　
女
性
的
な
優
し
さ
に
満
ち
た
宿
。
母
娘

の
旅
や
女
子
旅
で
訪
れ
る
人
も
多
く
、
宿

の
ス
タ
ッ
フ
は
女
性
客
を
「
お
姫
様
」
と

呼
ん
で
細
や
か
に
も
て
な
し
て
く
れ
る
。

　
客
室
は
９
タ
イ
プ
。
全
室
が
大
谷
川
の

大
自
然
を
望
む
日
本
古
来
の
和
風
美
あ
ふ

れ
る
ワ
イ
ド
空
間
だ
。

　
２
０
２
２
年
に
誕
生
し
た
「
半
露
天
風

呂
付
き
和
風
ツ
イ
ン
」
は
窓
を
全
開
す
る

と
完
全
な
オ
ー
プ
ン
エ
ア
バ
ス
に
な
り
、


畳
の
広
い
ス
ペ
ー
ス
に
は
ツ
イ
ン
ベ
ッ

ド
が
置
か
れ
る
な
ど
居
住
性
も
十
分
だ
。

客
室
数
限
定
で
エ
ア
ウ
ィ
ー
ヴ
ベ
ッ
ド
を

導
入
し
た
特
別
室
、
和
洋
特
別
室
な
ど
、

女
性
視
点
で
快
適
化
を
図
っ
た
部
屋
も
お

姫
様
気
分
を
演
出
し
て
い
る
。

　
女
性
の
た
め
の
温
泉
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ

の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
美
肌
効
果
顕

著
な
ア
ル
カ
リ
単
純
泉
が
楽
し
め
る
大
浴

場
と
露
天
風
呂
、
超
微
粒
水
粒
が
肌
や
髪

に
潤
い
を
与
え
る
「
テ
ル
マ
ー
レ
ミ
ス
ト

サ
ウ
ナ
」
、
シ
ル
キ
ー
バ
ス
な
ど
が
用
意

さ
れ
て
い
る
。

　
▽
栃
木
県
日
光
市
安
川
町
６
の

。
☎

０
２
８
８（
５
４
）１
０
１
０
。http://w

ww.senhime.co.jp

水
車
が
水
織
り
音
を
奏
で
る
（
外
観
）

　
福
島
県
吾
妻
山
の
山
懐
、
土
湯
温
泉
に

あ
る
「
水
織
音
の
宿
　
山
水
荘
」
（
渡
邉

利
生
社
長
）
。
「
水
が
織
り
な
す
幻
想
的

な
音
を
楽
し
み
な
が
ら
過
ご
し
て
ほ
し

い
」
と
の
思
い
を
込
め
た
屋
号
の
通
り
、

「
水
」
の
恵
み
を
生
か
し
た
お
も
て
な
し

が
魅
力
の
宿
だ
。

　
館
内
の
蛇
口
か
ら
出
る
水
は
全
て
、
宿

か
ら
山
を
分
け
入
っ
た
先
に
あ
る
「
た
ん

が
ら
山
」の
岩
盤
か
ら
湧
き
出
す
伏
流
水
。

水
質
日
本
一
に
も
選
ば
れ
た
軟
水
で
、
口

当
た
り
は
ま
ろ
や
か
、
肌
に
も
優
し
く
、

客
室
の
飲
料
水
や
浴
場
の
シ
ャ
ワ
ー
な
ど

館
内
の
至
る
所
で
利
用
で
き
る
。

　
料
理
に
も
そ
の
水
を
使
用
し
、
福
島
の

旬
の
食
材
で
仕
立
て
た
会
席
料
理
を
提

供
。
ふ
っ
く
ら
炊
き
上
げ
た
釜
め
し
や
だ

し
の
う
ま
み
が
際
立
つ
椀
物

わ
ん
も
の

、
湧
水
で
育

て
た
岩
魚
料
理
（
別
注
）
は
、
山
水
荘
が

厳
選
し
た
福
島
の
地
酒
と
も
よ
く
合
う
。

　
毎
分
約
２
６
０
㍑
と
豊
富
な
湯
量
を
誇

る
温
泉
露
天
風
呂
か
ら
は
、
勢
い
良
く
流

れ
落
ち
る
清
流
・
荒
川
二
段
の
滝
を
一
望
。

ま
さ
に
「
食
べ
て
、
飲
ん
で
、
眺
め
て
」

―
。
水
の
恵
み
を
全
身
で
体
感
し
た
い
。

　
▽
福
島
県
福
島
市
土
湯
温
泉
町
字
油
畑


。
☎
０
２
４
（
５
９
５
）
２
１
４
１
。

https://www.sansuiso.jp/ 

庭
園
に
面
し
た
「
蛍
あ
か
り
の
湯
」

　
「
源
泉
湯
の
宿
　
松
乃
井
」
（
戸
澤
千

秋
社
長
、
２
３
２
室
）
は
、
谷
川
岳
を
望

む
利
根
川
源
流
域
に
建
つ
。
四
つ
の
源
泉

か
ら
「
極
上
・
熟
成
温
泉
」
「
生
温
泉
」

と
称
す
る
湯
を
掛
け
流
し
。
二
つ
の
大
浴

場
、
三
つ
の
露
天
風
呂
、
五
つ
の
貸
し
切

り
風
呂
の
湯
め
ぐ
り
が
楽
し
め
る
。

　
二
つ
の
大
浴
場
は
、
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ

に
面
し
た
「
蛍
あ
か
り
の
湯
」
と
、
サ
ウ

ナ
も
併
設
し
た
「
月
あ
か
り
の
湯
」
。
そ

れ
ぞ
れ
に
趣
の
異
な
る
露
天
風
呂
が
あ

り
、
つ
ぼ
湯
、
寝
湯
な
ど
の
多
彩
な
湯
船

を
備
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
大
浴
場
を
囲
む
「
め
ぐ
り
湯

回
廊
」
か
ら
は
、
敷
地
面
積
１
万
坪
を
誇

る
日
本
庭
園「
華
松
園
」を
観
賞
で
き
る
。

春
の
草
花
、
夏
の
蝉せ

み

時
雨
、
秋
は
紅
葉
、

冬
は
雪
景
色
と
四
季
の
み
な
か
み
の
自
然

が
感
じ
ら
れ
る
。

　
近
隣
で
は
、
老
舗
旅
館
を
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
し
た
「
四
季
の
湯
宿
　
桃
山
流
」

（
７
室
）
、
薪ま

き

窯
レ
ス
ト
ラ
ン
や
農
産
物

の
直
売
所
が
あ
る
「
食
彩
の
駅
　
Ｍ
　
Ｆ

ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
」
も
運
営
し
て
い
る
。

　
▽
群
馬
県
利
根
郡
み
な
か
み
町
湯
原
５

５
１
。☎
０
２
７
８（
７
２
）３
２
０
０
。

https://www.matsunoi.com/

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
迫
力
満
点
の

太
鼓
シ
ョ
ー

　
最
寄
り
の
石
和
温
泉
駅
か
ら
徒
歩
で
訪

れ
る
こ
と
が
で
き
る
石
和
温
泉
「
華
や
ぎ

の
章
　
慶
山
」（
千
須
和
昌
和
社
長
）は
、

ポ
ー
ラ
・
オ
ル
ビ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

の
「
バ
リ
ア
・
オ
ア
シ
ス
温
泉
」
認
定
を

受
け
た
美
肌
の
湯
が
自
慢
の
宿
だ
。加
温
、

加
水
な
し
の
自
家
温
泉
を
独
り
占
め
で
き

る
露
天
風
呂
付
き
客
室
「
昌
客
殿
」
を
は

じ
め
、
露
天
風
呂
に
加
え
、
ロ
ウ
リ
ュ
な

ど
本
格
的
な
サ
ウ
ナ
も
楽
し
め
る
特
別
室

「
～
和
～
」
で
安
ら
ぎ
の
ひ
と
時
を
過
ご

し
て
ほ
し
い
。

　
同
館
は
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
お
も
て
な
し

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
楽
し
い
旅
の
夜

を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
る
の
は
、
「
慶
山
太

鼓
シ
ョ
ー
」
。
武
田
信
玄
公
に
ち
な
み
、

「
風
林
火
山
」
の
静
と
動
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
ス
タ
ッ
フ
が
魂
を
込

め
て
演
奏
す
る
。

年
前
か
ら
お
も
て
な

し
の
一
環
と
し
て
催
し
て
き
た
と
い
う
。

「
勢
」
「
囃
子
」
「
慶
山
」
の
３
曲
で


分
ほ
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
毎
晩
行
っ

て
い
る
（
中
止
の
場
合
も
あ
り
）
。

　
▽
山
梨
県
笛
吹
市
石
和
町
市
部
８
２

２
。
☎
０
５
５
（
２
６
２
）
２
１
６
１
。

https://keizan.com/

　
山
梨
県
・
富
士
河
口
湖
温
泉
郷
に
た
た

ず
む
秀
峰
閣
　
湖
月（
小
佐
野
国
博
社
長
）

は
、
目
の
前
に
河
口
湖
、
そ
の
向
こ
う
に

雄
大
な
富
士
山
を
大
パ
ノ
ラ
マ
で
一
望
で

き
る
温
泉
宿
。
客
室
や
湯
殿
、
ロ
ビ
ー
な

ど
館
内
の
各
所
か
ら
絶
景
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
め
る
。

　
中
で
も
必
ず
立
ち
寄
り
た
い
の
が
２
０

２
３
年
に
庭
園
内
に
新
設
し
た
「
富
士
山

眺
望
足
湯
テ
ラ
ス
」
。
河
口
湖
温
泉
の
源

泉
を
引
き
込
ん
だ
足
湯
に
つ
か
り
な
が

ら
、
湖
面
と
つ
な
が
る
水
盤
に
映
る
「
逆

さ
富
士
」
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
絶
景
ス

ポ
ッ
ト
だ
。
春
の
桜
、
夏
の
赤
富
士
、
秋

の
紅
葉
、
冬
の
雪
化
粧
な
ど
、
四
季
折
々

で
異
な
る
表
情
の
富
士
山
が
楽
し
め
る
。

　
ラ
ウ
ン
ジ
「
月
見
草
」
で
は
、
午
後
３

時
か
ら
６
時
半
ま
で
山
梨
産
の
ワ
イ
ン
や

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
な
ど
を
無
料
で
提
供
。
テ

ラ
ス
に
は
ミ
ニ
テ
ー
ブ
ル
を
設
け
て
お

り
、
好
み
の
ド
リ
ン
ク
を
片
手
に
足
湯
を

楽
し
み
た
い
。

　
館
内
の
２
階
に
は
、
足
湯
付
き
の
和
室

と
和
洋
室
を
設
け
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
か
ら

眺
め
る
富
士
山
も
ま
た
格
別
。３
階
に
は
、

露
天
風
呂
付
き
の
コ
ー
ナ
ー
テ
ラ
ス
ツ
イ

ン
や
洋
室
、
和
モ
ダ
ン
な
ど
、
多
彩
な
タ

イ
プ
の
客
室
が
そ
ろ
う
。

　
▽
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
河

口
２
３
１
２
。
☎
０
５
５
５
（
７
６
）
８

８
８
８
。http://www.kogetu.com/

逆さ富士を望む「富士山眺望
足湯テラス」 各レストランで提供するオリジナルワイン

　
客
室
や
露
天
風
呂
か
ら
富
士
山
と
河
口

湖
を
一
望
で
き
る
山
梨
県
・
富
士
河
口
湖

温
泉
郷
の
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｋ

Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ａ
」
（
宮
下
明
壽
社
長
）
。
そ

の
魅
力
は
絶
景
に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
彩
な

料
理
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
の
マ
リ
ア
ー

ジ
ュ
を
楽
し
め
る
食
体
験
に
も
あ
る
。

　
２
０
２
２
年
、
山
梨
県
甲
州
市
の
勝
沼

ワ
イ
ン
村
に
ホ
テ
ル
直
営
ワ
イ
ナ
リ
ー

「
Ｔ
ｈ
ｅ
　
９
９
７
　
ｋ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ
ｎ
ｕ

ｍ
ａ
」
を
開
業
。
ホ
テ
ル
の
ソ
ム
リ
エ
や

シ
ェ
フ
が
自
社
畑
で
ブ
ド
ウ
を
栽
培
、
収

穫
し
、
丹
精
込
め
て
醸
造
し
て
い
る
。

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
は
、
鉄
板
焼
や
洋

食
ハ
ー
フ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
、
江
戸
前
す
し
な

ど
を
提
供
す
る
ホ
テ
ル
の
各
レ
ス
ト
ラ
ン

で
提
供
。
料
理
と
相
性
の
良
い
ワ
イ
ン
を

ペ
ア
リ
ン
グ
で
楽
し
め
る
。

　
ラ
ウ
ン
ジ
に
は
ワ
イ
ン
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ

ー
を
設
置
し
、
ソ
ム
リ
エ
が
セ
レ
ク
ト
し

た
ワ
イ
ン
を
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
可
能
（
有

料
）
。
白
、
赤
、
ロ
ゼ
な
ど
、
自
分
好
み

の
１
本
を
見
つ
け
て
も
ら
う
。

　
ワ
イ
ン
村
の
ほ
か
、館
内
の
ギ
フ
ト
シ

ョ
ッ
プ
で
も
購
入
で
き
る
。甲
州
伝
統
の

品
々
、ハ
ワ
イ
ア
ン
テ
イ
ス
ト
の
雑
貨
な

ど
、多
彩
な
ア
イ
テ
ム
を
取
り
そ
ろ
え
た
。

　
▽
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
浅

川

。☎
０
５
５
５（
８
３
）３
３
３
３
。

https://kukuna.jp

貸
し
切
り
風
呂
「
睡
蓮
」

　
新
井
旅
館
（
相
原
昌
一
郎
社
長
）
は
、

明
治
５
年
開
業
の
純
日
本
旅
館
で
、
時
代

を
代
表
す
る
文
化
人
に
愛
さ
れ
て
き
た
。

敷
地
内
の
建
物

棟
が
国
の
登
録
有
形
文

化
財
と
な
る
な
ど
、
歴
史
あ
る
名
建
築
の

建
物
群
が
宿
の
魅
力
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
。

　
木
造
一
部
３
階
建
て
で
客
室
数
は


室
。
建
物
は
二
つ
の
池
を
取
り
囲
む
よ
う

に
配
置
さ
れ
、屋
根
付
き
の
渡
り
の
橋
が
、

本
館
と
い
う
べ
き
「
月
の
棟
」
と
、
他
の

宿
泊
棟
と
を
連
絡
す
る
。
廊
下
は
床
に
小

幅
板
を
目
透
か
し
に
貼
っ
て
、
池
の
水
流

を
見
せ
る
趣
向
に
な
っ
て
い
る
。

　
新
井
旅
館
で
最
古
の
建
築
物「
青
州
楼
」

は
、
唐
破
風
付
き
の
城
郭
風
建
築
で
六
角

塔
屋
を
備
え
る
。
昭
和
９
年
築
の
総
檜ひ

の
き

造
り
の
湯
殿
「
天
平
大
浴
堂
」
は
、
お
堂

の
よ
う
な
高
い
天
井
、
精
緻
に
組
ま
れ
た

木
組
み
が
圧
巻
だ
。

　
露
天
風
呂
や
大
浴
場
の
ほ
か
、
八
角
屋

根
を
抱
き
、
「
天
平
大
浴
堂
」
に
用
い
た

檜
の
ス
ト
ッ
ク
か

ら
八
角
の
湯
淵
を

刻
ん
だ
「
睡
蓮
」

な
ど
の
貸
し
切
り

風
呂
も
あ
る
。

　
▽
静
岡
県
伊
豆

市
修
善
寺
９
７

０
。
☎
０
５
５
８

（
７
２
）
２
０
０

７
。https://arairy

okan.net/

　
長
野
県
湯
田
中
温
泉
の
「
一
茶
の
こ
み

ち
美
湯
の
宿
」
（
斉
須
正
男
社
長
）
は
、

施
設
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
分
で
細
や
か
な

気
配
り
が
感
じ
ら
れ
る
。館
内
に
入
る
と
、

モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
の
ロ
ビ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
が

宿
泊
客
を
出
迎
え
る
。
窓
か
ら
は
湯
田
中

の
街
並
み
や
美
し
い
夕
日
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
同
館
の
女
将
・
斉
須
幸
子
さ
ん
は
、
国

内
旅
行
者
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
接
客
に
も
細
心
の
気
配
り
を
行
っ
て
い

る
。
幸
子
さ
ん
は
、
米
国
の
航
空
会
社
出

身
。
現
在
も
フ
ラ
イ
ト
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
と

兼
業
し
て
お
り
、
旅
館
に
戻
っ
た
際
は
元

気
に
宿
泊
客
を
出
迎
え
て
い
る
。
「
空
飛

ぶ
女
将
」
と
称
さ
れ
る
有
名
人
で
、
不
定

期
で
旅
館
に
戻
る
た
め
、
お
目
に
か
か
れ

た
ら
か
な
り
幸
運
な
の
だ
と
か
。

　
幸
子
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
「
お
客
さ

ま
一
人
一
人
の
旅
が
最
高
の
フ
ラ
イ
ト
に

な
る
よ
う
、
地
上
で
心
を
込
め
て
お
も
て

な
し
を
す
る
こ
と
」
。
地
上
と
上
空
の
ど

ち
ら
で
も
、
温
か
い
接
客
を
心
掛
け
て
い

る
。

　
▽
長
野
県
下
高
井
郡
山
ノ
内
町
平
穏
２

９
５
１
の
１
。
☎
０
２
６
９
（
３
３
）
４

１
２
６
。https://yudanakaview.co.jp/

同
館
の
表
玄
関
。
ロ
ビ
ー
に
入
る
と
、

「
空
飛
ぶ
女
将
」
が
宿
泊
客
を
出
迎
え
る

（５） 第３２８７号第３種郵便物認可２０２５年（令和７年）１０月１３日（月曜日）

　
観
光
経
済
新
聞
社
は
、
全
国
の
温
泉
地
の
人
気
投
票
「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１
０
０
選
」
と
と
も
に
、
温
泉
宿

の
人
気
投
票
「
人
気
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル
２
５
０
選
」
を
主
催
。
今
年
も
７
月
か
ら

月
末
ま
で
の
４
カ
月
間
、

旅
行
会
社
、
Ｏ
Ｔ
Ａ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
、
運
輸
会
社
の
社
員
ら
を
対
象
に
投
票

を
募
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
接
客
」
「
施
設
」
「
雰
囲
気
」
が
上
質
で
、
そ
の
品
質
維
持
、
提
供
に
強
い
こ

だ
わ
り
を
持
つ

軒
を
紹
介
す
る
。

▼投票はこちらの
ＱＲコードから


